






























本研究グループの本年度の研究テーマ(resea-rch question)は母親の年齢が妊娠・分娩に

おける母子の生存・合併症においてどの程度のリスクであるかを定量的に評価するため,1,

既存の資料を分析すること,2,既存の資料の問題点を明らかにすること,3,Prospective 

Study の設計をすることである。効用値(Utility)測定グループとも協力して次のような研

究を行った。 

1.既存データの調査と分析 

2.PROSPECTIVE 調査の設計 

3.既存文献の調査支援 

4.効用値測定の検討 


